
佐渡市建設工事総合評価落札方式実施要領の運用基準 新旧対照表 

新 旧 

様式第３号(第４条関係)(裏面) 

 

様式第３号(第４条関係)(裏面) 

 



新 旧 

様式第６号(第 11条関係) 

 

 

様式第６号(第 11条関係) 

 

 



新 旧 

別表１：設計金額１億２千万円以上の建築一式工事 

別表２：設計金額１億２千万円以上の土木一式工事 

エ 企業倫理や信頼性等(減点項目) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保

の確実性 

本工事における入札で

低入札価格調査基準価格

を下回る価格で応札。 

低入札価格調査

基準価格を下回

る価格 

-5 /-5 

 

別表１：設計金額１億２千万円以上の建築一式工事 

別表２：設計金額１億２千万円以上の土木一式工事 

エ 企業倫理や信頼性等(減点項目) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保

の確実性 

調査基準価格を下回る

額で入札を行った者の、佐

渡市発注工事における過

去 1 年度間及び当該年度

(基準日まで)に完成、引渡

し済みの工事の成績評定

点のうち最低の工事成績

評定点。 

65 点未満 -5 /-5 

 

 



新 旧 

別表５：簡易な施工計画 

オ 簡易な施工計画 
評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)設計図書

の範囲内で施

工上配慮する

こと 

当該工事を設

計図書の範囲内

で施工する上で

重点的に配慮す

べきことを求め

る。 

現場条件を踏まえて配

慮すべき事項の記述が

具体的で適切である提

案が 3 事項。 
3 

/3 

現場条件を踏まえて配

慮すべき事項の記述が

具体的で適切である提

案が 2 事項。 

2 

現場条件を踏まえて配

慮すべき事項の記述が

具体的で適切である提

案が 1 事項。 

1 

具体的で適切である提

案が 1 事項もない。(一

般的な記述にとどまっ

ているが、不適切な内容

ではない。) 

0 

不適切、又は、未記載 失格 
 

別表５：簡易な施工計画 

オ 簡易な施工計画 
評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)設計図書

の範囲内で施

工上配慮する

こと 

当該工事を設計図

書の範囲内で施工す

る上で重点的に配慮

すべきことを求める。 

現場条件を踏まえて

配慮すべき事項の記

述が具体的で適切。 

3 

/3 
一般的な記述にとど

まっているが、不適

切な内容ではない。 

0 

不適切、又は、未記

載 
失格 

 

 



新 旧 

２ 評価基準等の詳細 

エ 企業倫理や信頼性等(減点項目) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保

の確実性 

本工事における入札で

低入札価格調査基準価格

を下回る価格で応札。 

低入札価格調査

基準価格を下回

る価格 

-5 /-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 評価基準等の詳細 

エ 企業倫理や信頼性等(減点項目) 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)品質確保

の確実性 

調査基準価格を下回る

額で入札を行った者の、佐

渡市発注工事における過

去 1 年度間及び当該年度

(基準日まで)に完成、引渡

し済みの工事の成績評定

点のうち最低の工事成績

評定点。 

65 点未満 -5 /-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



オ 簡易な施工計画 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)設計図書

の範囲内で施

工上配慮する

こと 

当該工事を設

計図書の範囲内

で施工する上で

重点的に配慮す

べきことを求め

る。 

現場条件を踏まえて配

慮すべき事項の記述が

具体的で適切である提

案が 3 事項。 
3 

/3 

現場条件を踏まえて配

慮すべき事項の記述が

具体的で適切である提

案が 2 事項。 

2 

現場条件を踏まえて配

慮すべき事項の記述が

具体的で適切である提

案が 1 事項。 

1 

具体的で適切である提

案が 1 事項もない。(一

般的な記述にとどまっ

ているが、不適切な内容

ではない。) 

0 

不適切、又は、未記載 失格 

 

※ 運用基準で規定する簡易な施工計画の内容が白紙の場合等、不適正

な場合とは、次のいずれかが認められた場合のことをいう。 

  「市が設定した課題とかけ離れている内容である。」、「白紙であ

る。」、その他明らかに適正でない。 

※ 提出様式等 様式第３号 

・ 現場の特性等を踏まえた施工上配慮すべき事項をＡ４版１枚で、

2 事項以上 3 事項以下に事項立てをし、簡潔、かつ、分かりやすく

記述すること。(文字フォント 11ポイント以上、行間隔や罫線枠等

オ 簡易な施工計画 

評価項目 評価内容 評価基準 配点 得点 

(ア)設計図書

の範囲内で施

工上配慮する

こと 

当該工事を設計図

書の範囲内で施工す

る上で重点的に配慮

すべきことを求める。 

現場条件を踏まえて

配慮すべき事項の記

述が具体的で適切。 

3 

/3 

一般的な記述にとど

まっているが、不適

切な内容ではない。 

0 

不適切、又は、未記

載 
失格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 運用基準で規定する簡易な施工計画の内容が白紙の場合等、不適正

な場合とは、次のいずれかが認められた場合のことをいう。 

  「市が設定した課題とかけ離れている内容である。」、「白紙であ

る。」、その他明らかに適正でない。 

※ 提出様式等 様式第３号 

・ 現場の特性等を踏まえた施工上配慮すべき事項をＡ４版１枚で、

項目立てをし、簡潔、かつ、分かりやすく記述すること。(文字フォ

ント 11ポイント以上、行間隔や罫線枠等の書式変更は不可とする。) 



の書式変更は不可とする。) 

・ 3事項を超えた場合は、記載順に 3事項までを評価対象とし、以

降の事項は評価対象としない。 

・ 必要に応じ、説明図表を添付すること。(Ａ４版１枚を

限度とする。) 

・ 仕様書、又は設計図書等に記載されているもの若しくは施工条

件として提示されているものを、そのまま提案したものは評価の

対象としない。 

  また、「必要に応じて・・。」「状況に応じて・・。」等の曖昧

な表現は避けること。 

 

  記載例 

    事項数が明確となるように、「1 ○○について」と表題をつ

け、次にその内容を記載すること。 

1 ○○について 

・・・・(配慮事項)・・・・のため、・・・・(対応)・・・

を行う。 

2 □□について 

・・・・(配慮事項)・・・・のため、・・・・(対応)・・・

を行う。 

3 ◇◇について 

・・・・(配慮事項)・・・・のため、・・・・(対応)・・・

を行う。 

 
※ 具体的な施工計画の提案に基づく設計変更は、原則として行わな
いものとする。 
 

 
 
 
 
・ 必要に応じ、説明図表を添付すること。(Ａ４版１枚を度とす
る。) 

・ 仕様書、又は設計図書等に記載されているもの若しくは施工条
件として提示されているものを、そのまま提案したものは評価の
対象としない。 

  また、「必要に応じて・・。」「状況に応じて・・。」等の曖昧
な表現は避けること。 

  記載例 
      ・・・・(配慮事項)・・・のため、・・・・(対応)・・・・
を行う。 

 
 
 
 
※ 具体的な施工計画の提案に基づく設計変更は、原則として行わな
いものとする。 
 

 


